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＜デイケア事例検討＞

五日市　公様（65）男性　てんかん精神病　　

デイナイトケア利用月数：3年4ヶ月

治療計画：①プログラム等を活用し、対人関係を学ぶ。

②プログラムを通じて会話が出来るようにする｡

③運動プログラムで下半身を鍛え､転倒防止を行い､長距離の歩行を可能にする｡

検討内容：治療計画の見直し

○本人の状態

· 自ら他者に話し掛けるようになってきており、表情も以前に比べ、柔らかくなってきている。

· 積極的に挨拶されており、挨拶しても返って来ないメンバーに対し、名前を呼んでから挨拶する等、工夫している。

· プログラム中や入浴時、居眠りしていること多い。

· 本人、プログラム中に居眠りする時、居眠りする前に寝そうだとわかるとのこと。

· テーブルを準備したりモップ掃除をする等、自分で役割を決め、積極的に行う事出来ている。

· 運動プログラムは拒否なく参加しており、土日は、周辺を散歩しているとのこと。

· 青風荘では、トラブルなく過ごす事できている。また、本人、こだわりがあり23時まで入眠せずホールで過ごしている。

○検討結果

· 治療計画①②は内容が同じ為、「プログラム等を活用し、対人関係を学ぶ」にまとめる。

· 治療計画③は続行。

· 本人様の自信に繋がるように出来ている事を評価していく。

＜青風荘情報交換＞

· 田中　正士　様～最近、手術について不安がありイライラしており、青風荘でラジオやゲーム機を　　

投げて壊したとの事。

デイナイトケアでは、イライラした様子は見られていない。担当スタッフにラジオやゲーム機を投げて壊した事は報告しているが、笑いながら話されている。

体に赤い発疹があると他メンバーから情報提供あり。

＜SST報告＞

デイケア

１グループ

○テーマ決め

　利用者様からテーマが出なかったため、予め決められたテーマ「会話を続ける」で実施。

　会話を続けるには？と言う、スタッフの質問に「話題を膨らませればいい。話題を変えるといい」との意見あり

○ロールプレイの場面設定

　エアロビクスが休み

○ロールプレイ者

久保興介様（自ら話し掛ける役を実施）

田名部一樹様（久保さんから勧められて、話し掛けられる役を実施）

○ロールプレイ時

　場面設定のみ行い、何を言うかは本人に任せた

　久保：「今日エアロビクスないみたいですね。何するんですかね？」

　田名部：「何やるんだろう?スタッフが決めるんじゃない？そう言えば、この前の鋼の錬金術師見た？」

　久保：「見ました。面白かったですよね」

○ロールプレイを見た他者の意見

　スムーズに話が出来ていた。手ふりがあって良かった。話題を変えるのが早かったのでは？話が尽

きて沈黙になってから、話題を変えるのは勇気がいるから、話題を変えるタイミングは調度良かっ

たと思う。等の意見が出た。

　ロールプレイを行った久保様は「自分から話題を変えようと思っていたが、もし話題を変えても田

名部さんが話しにのってくれるか不安だったけど、田名部さんから話題を変えてもらえて良かっ

た。」と話す。田名部様より「自分もあまり見ていないアニメの話に久保さんがのってくれるか不安

だったけど、アニメの話が合ったので良かった」と話す。

○終了

　ロールプレイの改善点はなかった為、そのまま終了している。

２グループ

○テーマ決め

テーマを決める際、横町浩様が「この前八食センターの行き方を聴かれた」と話す。参加者全員に道を聞かれたことがあるか確認すると１人のみ挙手される。

ＳＳＴ参加者の中には、あすなろ交流会に参加する方も多い為、あすなろ交流会に行った時、トイレの場所を聞くというテーマで実施。

○ロールプレイの場面設定

あすなろ交流会時、トイレの場所を聞く

○ロールプレイ者

松川順子様（スタッフ促しにて、トイレの場所を聞く役を実施）

横町浩様　（自らの希望でトイレを教える役を実施）

○ロールプレイ時

場面設定のみ行い、何を言うかは本人に任せた

横町：「いらっしゃいませ。どうしましたか？」

松川：「トイレはどこですか？」

横町：「上を見ながら行くと看板がついているよ」

○ロールプレイを見た他者の意見

・声が大きくてよかった。丁寧に話していたから良かった。はっきり話していたから分かりやすかった。相手の目を見て言っていた。話しの内容がわかりやすかった。等が挙がり、改善策はなしとのこと。

○最後

拍手でＳＳＴ終了している。

３グループ

○テーマ決め

　細越定生様より、旅行に行きたいが、何の切符を買うか等が分からないと発言あり。

○ロールプレイ場面設定

　東京に行った事がある人からディズニーランドの行き方を聞く

○ロールプレイ者

細越定生様（ディズニーランドの行き方を聞く役を実施）

富塚勝幸様（行き方を教える役を実施）

○ロールプレイ時

場面設定のみ行い、何を言うかは本人に任せた。

細越様より切符代、行き方等聞かれた富塚様は、何を聞かれても「上の板を見れば全てついています」と答えられる。細越様より「何言っても上についていると言われたら、何も聞けなくなる。こっちは分からなくて聞いているのに、全部、上についていると言われたらロールプレイにならない」と話し、ロールプレイを中断。細越様の意見受けて、富塚様は「これは、細越さんの聞き方の勉強だから、細越さんの聞き方の練習をすれば良い。」と話される。

○最後

　プログラム終了時間になった為、スタッフが「次回も同じ内容で、きちんと場面設定して行いたいと思います。」と話し終了している。

デイナイトケア

１グループ

○テーマ決め

　テーマを決める際、稲垣フキ様より「ストレスがたまるから運動したい」と発言あり。ＳＳＴにする為、『メンバーに誘いの声を掛ける』とのテーマで実施。

　ストレス解消するのは？というスタッフから質問に対し、「散歩、運動、食べる、音楽鑑賞、煙草、趣味活動、テレビ」等の発言あり。

○ロールプレイ場面設定

　Ａ：「すみません。一緒に○○しませんか？」

　Ｂ：ＯＫの場合「はい。一緒に○○しましょう」

　　　ＮＯの場合「ごめんなさい。○○できません」

○ロールプレイ者

①稲垣フキ様（自ら誘う役を実施）小向武雄様（稲垣様に促され、誘われる役を実施）

②吉田キクエ様（下町様に促され、誘う役を実施）下町サン子様（自ら誘われる役を実施）

③佐藤ミツコ様（スタッフに促され、誘う役を実施）馬渡武光様（スタッフに促され、誘われる役を実施）

○ロールプレイ時

①稲垣「小向さん卓球を一緒にやりませんか？」

小向「はい。一緒に卓球をやりましょう」

②吉田「一緒に塗り絵をしませんか？」

　下町「吉田さんとは違う塗り絵をやっているから一緒には出来ない」

③佐藤「馬渡さん、一緒に散歩しませんか？」

　馬渡「足が痛いから出来ない」

○ロールプレイを見た他者の意見

　①真面目だった。言葉が丁寧だった。姿勢が良かった。等の意見あり、改善点はなかった。

　②視線が合っていた。笑顔があっていた。話が聞こえなかったとの意見あり。

　③笑顔が合っていた。頭が良さそうだった。佐藤さんが相手が話している途中で「ごめんなさい」と答えていたとの意見あり。

○最後

　②③のみ、改善点を注意して再度ロールプレイを実施。２回目のロールプレイで改善点を直すことが出来ていた。

２グループ

○テーマ決め

　テーマを決める際、田中正士様が「手術の事が不安だ」と答えられる。ＳＳＴのテーマに出来ない為、予め決められていたテーマ『会話を続ける』で実施。

　相手と会話を続けるには？とのスタッフの質問に対し、相手との間をとる。タイミングをはかって次の話題に移る。目線を合わせる。共通の話題を話す。あいずちをうつ。話の内容はわかりやすく。との発言あり。

　共通の話題とは？とのスタッフの質問に、プログラム、ニュース、天気、食べ物、煙草と答えられる。

○ロールプレイ場面設定

　食べ物について

○ロールプレイ者

田中一様（自ら話し掛ける役を実施）

大久保康弘様・清水秋男様（田中様に促され、話かけられる役を実施）

○ロールプレイ時

田中　「一昨日、３食丼で、海鮮丼を食べました」

清水　「いくら？」

田中　「１２００円でした。高いと思ったんですけどね。今度、焼き肉屋さんに行きたいと思っているんです。

大久保「その店は何時からやっていますか？」

田中　「１１時からです」

大久保「店の名前はわかりますか」

田中　「店の名前は覚えていません」

清水　「海鮮丼は何がのっていたの？」

田中　「ほたて、えび、マグロがのっていました」

清水、大久保「おいしそうですね」

○ロールプレイを見た他者の意見

　話の内容が詳しかった。清水さんが大久保さんに話をふっていたから良かった。分かりやすい内容だった。話が盛り上がって、おいしさが伝わってきた。等の意見あり。改善点はなかった。

○最後

ロールプレイを行った田中様から感想を聞くと「呂律が回らなかった」、大久保様は「１対１の方が話しやすかった」と話す。清水様は「話に頷くことが出来なかった」と話す。

～心理士より～

○デイケアのＳＳＴについて

ロールプレイ時、話す内容等も合わせて細かく場面設定を行った方が、ロールプレイがやりやすい。

○デイナイトケアのＳＳＴについて

出来ないところのフィードバックの他に、出来たところのフィードバックも行った方が良い。

ＳＳＴは正のフィードバックが大切。

２グループ目の田中正士様が、不安について話してくれたが、その発言を活用してＳＳＴに繋げていくことが大切。

＜連絡事項＞

· 本日、学生２名実習あり。

· 本日、13:30より西病棟にて、久慈　邦夫様の退院療養検討会議あり。（参加：上野）

· 昇格試験の該当者は、各自試験日に受けること。

· 来週よりインフルエンザ予防接種開始。

· 10/27 28院内研修あり。各自、出欠表を記入すること。

· インフルエンザが流行ってきている為、手洗い、嗽、手の消毒を徹底すること。あすなろ交流会に参加した方の体調観察をすること。トリゾンラブがなくなり次第、補充はすること。

＜利用者様情報＞

· 我満　奈津紀様～10/21子宮に入れているリングの検査を産婦人科で受けようとしたが、検査台が

修理中の為、出来なかったとのこと。先生より、異常なかったら次回まで検査

しなくても良いが、青南病院で検査する事も可能な為、検査を希望するのであれば先生から青南病院へ連絡すると説明受けたとのこと。また、先生から“まだリングを入れているの？”と言われたと話す。先生の言葉を受けて本人「もう、リング要らないかな」と話すため、スタッフよりまだ妊娠する可能性があり、現在の生活や精神状態を振り返ってみること等を説明すると、本人納得され「３～４年入れておく」と話す。

· 其田　淑子　様～「うつ病かもしれない。何もやろうという気力がない」と話される。他者との交

流時、素っ気無い態度を取ったり、表情も固い。引き続き、本人の様子を観察し、関係機関へ情報提供していく。

＜外来情報＞

· 村田　昭一　様～変わりない。落ち着いて過ごす事出きているとの事。

· 大久保　律子様～現在、アローゼン１錠処方されているが、排便しにくいとのことで、アローゼン

２錠処方となっている。

· 横町　浩　　様～「ボーっとする時がある。しゃがんで休んでいる」と話される。

· 久保　興介　様～イライラや幻聴はないとのこと。寒くなって来た為、外に行くと吐気すると話さ　

れる。

· 関　秀治　　様～水虫、頭に出来物がある為、境皮膚科受診しているとのこと。

· 田名部　一樹様～顔ににきびが出来ており、手をつけてしまうと話される。担当医より顔の洗いす　　

ぎは、必要な油分の洗い流してしまう為、良くないことを説明している。

· 島浦　美千男様～自分のペースで過ごす事できているとのこと。

· 荒木地　和弥様～「まなクリニックの先生よりデイケアを増やしてよいと言われた」と報告してい

る。
















